
そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市

リトミックを楽しむ親子（「ポポーの音楽会」より）
 ＜1月13日　甑葉プラザ＞
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新型コロナウイルス感染症・豪雪被害に関するお知らせ
申告相談、山形県中枢都市圏協約締結、会計年度任用職員募集　ほか



日  2月4日(木) 10:30～11:00受付

会  ポポーのひろば

内  未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室

対  保育施設等入所前の親子

日  ①②2月16日(火)

　 ③2月26日(金)　9:30～11:30

会  ①ちぐさ認定こども園

　 ②冨本認定こども園

　 ③西郷認定こども園

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日

対  保育施設等入所前の親子(3組程度)
日  2月10日(水)　10:30～11:00
会  ぐんぐん　　　　　  　 申  必要
内  「おはなし会おしろやま」の皆さんの

読み聞かせを親子で楽しみましょう。

ぐんぐんの  えほんの部屋

対  市民で保育施設等入所前の親子
(8組程度)

日  2月16日(火)　9:30～11:00
会  戸沢地域市民センター　 申  必要
内  自由遊び、出し物、季節の工作、

お誕生会、育児相談など

ぐんぐんの  出前保育
対  ファミサポ会員または入会希望の

方で、2月で生後5か月までの親子

日  2月5日(金)　10:00～11:00

会  ポポーのひろば　　　 申  必要

他  当日入会可能

プレ・ファミサポくらぶ
「はじめての足形」

対  保育施設等入所前の親子(5組程度)
日  2月9日(火)　10:00～11:00
会  ふたば袖崎保育園　　　 申  必要
内  楽しいおはなしを聞こう。

出前保育  ころころランド

日  月曜～木曜日　9:30～16:00

　 （2月11日(木・祝日)、22日(月)、

23日(火・祝日)は休み）

会  甑葉プラザ2階ぽっぴーるーむ

内  母子保健コーディネーターが育

児の相談に応じます。

他  相談を希望される場合は、ス

ムーズなご案内のため事前連絡

をお願いします。

母子健康手帳の交付・なんでも育児相談

対  ①7か月児健康相談

　 　令和2年7月生まれ

　 ②1歳児健康相談(歯みがき教室)

　 　令和2年2月生まれ

日  2月9日(火)  ①10:15～10:30受付

　　　　　　  ②9:30～9:40受付

会  甑葉プラザ2階ぽっぴーるーむ

持  問診票、母子健康手帳、バスタオ

ル、歯ブラシ（1歳児健康相談のみ）

健康相談

対  子育て・孫育て中の方（大人8名）
日  2月27日(土)　10:00～11:30
会  戸沢保育園　　　　　　 申  必要
内  コロナ禍でも心身ともに元気に

過ごすための心の持ち方を一緒
に考えましょう。

他  講師　伊藤なおみ氏

育児講座「コロナ禍の心の持ち方
～元気に子育てするために～」

対  2月生まれ(3歳まで)のお子さんと

2月で生後6か月になるお子さん

日  2月26日(金)　10:30まで受付

会  ポポーのひろば　　　 申  必要

他  手形はお誕生会＆ハーフバース

デーでお渡しします。

お誕生手形

対  小学校入学前の親子（10組程度）
日  2月2日(火)　10:30～11:30
会  ふたば大高根保育園
他  講師　菊地若奈氏

育児講座「ストレスケア講座」

対  ひろば利用者

日  2月26日(金)　11:45～12:00

会  ポポーのひろば

内  2月生まれ（3歳まで）のお子さ

んのお誕生会と、2月で生後6か

月になるお子さんのハーフバー

スデ―を行います。ひろばに来

た皆さんでお祝いします。

お誕生会＆ハーフバースデー

対  子育て中の方、おじいちゃん、
おばあちゃんどなたでもどうぞ

(10名程度)　　　 　　  申  必要
日  2月19日(金)　9:30～10:30
会  ふたば大高根保育園
内  家族でできる笑いヨガ

地域交流の場  じばサロン

対  子育て家庭の方（妊娠期～幼児期）

日  火曜～日曜日　9:00～17:00

会  ポポーのひろば

内  子育ての個別相談に応じます。

利用者支援「子育て応援室」

対  令和2年2月以降生まれの親子

日  2月19日(金)　10:20～11:30

会  甑葉プラザ2階研修室　 申  必要

持  親子の飲み物、バスタオル

内  音楽を身体全体で感じ、楽しく

ふれあいましょう。

Babyママ「ふれあい遊び」

日  2月14日(日)  9:45～10:00受付

会  甑葉プラザ2階ぽっぴーるーむ

持  母子健康手帳、父子健康手帳、

筆記用具　　　　　　 申  必要

内  赤ちゃんの保育、抱っこの練習

をしてみよう、はじめてパパにな

る方へ、赤ちゃんの入浴（実習）

パパママ学級（育児編）

子育て応援情報
表記の説明

　 対 対象　　 日 日時　　 　 会 会場　　 内 内容

　 持 持ち物　 申 事前申込　 他 その他

ポポーのひろば ☎(53)0901
子育て支援センター

子育て支援課 ☎内線162
村山市役所

　 ぐんぐん ☎(56)2002
子育て支援センター

どんぐり広場 ☎(57)2429
子育て支援センター

ぽっぴーるーむ ☎(22)9981
子育て世代包括支援センター

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントの中止や内容が変更になる場合がありますので、事前に各施設へお問い合わせください。

子
育
て
応
援
情
報
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新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

新型コロナウイルス感染拡大を防ぐために

市民の皆さんおよび事業者の皆さんへのお願い

■緊急事態宣言の対象期間である2月7日(日)まで
・緊急事態宣言の対象区域（栃木県、東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県、愛知県、岐阜県、大阪

府、京都府、兵庫県、福岡県）との不要不急の往来は控えてください。

・緊急事態宣言の対象区域外であっても、政府において感染が拡大していると評価する地域との

往来は慎重にしてください。

※いずれの地域についても受験などによる往来は除きます。

※テレワークやオンラインを積極的に活用してください。

・県外の方との会食や飲食は控えてください。

■問合せ／保健課保健係  ☎内線131

豪雪被害に関するお知らせ

被災した農業用ハウスや果樹の復旧を支援します

　令和2年12月14日からの大雪により倒壊したパイプハウスの復旧や枝折れした果樹の防除を支援す

るため、「農作物等災害対策事業」の実施を予定しています。

■事業内容

※被災状況の写真や復旧の際の契約書、領収書、作業日報、実施後の写真などの提出が必要です。

①被災したパイプハウス等農業施設の復旧への支援
■対象事業

　①パイプハウス等の復旧のための資材の購入

　②果樹棚の復旧のための資材の購入

　③事業再開に向けたパイプハウス等の解体費用　※営農継続する場合に限る

■実施主体　農業者、農業者団体、農業協同組合　　■補助率　2分の1（限度額あり）

②枝折れした果樹の防除への支援
■対象事業

　病害防除のための農薬の購入　※大雪により、新たに防除が必要になったものに限る

■実施主体　農業者、農業者団体、農業協同組合　　■補助率　2分の1（限度額あり）

③果樹の補植用苗木購入への支援
■対象事業

　果樹の補植用苗木の購入　※大雪により、補植が必要になったものに限る

■実施主体　農業者、農業者団体、農業協同組合　　■補助率　4分の3（限度額あり）

■問合せ／農林課農業振興係  ☎内線251・252

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・
豪
雪
被
害
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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いいえ

いいえ

は
い

い
い
え

は
い

は
い

給与以外の収入が
ありましたか？

はい

特
集　

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談

2

月
9

日
か
ら
3

月
15

日
ま
で
市
内
4

会
場
で
実
施

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談

■
問
合
せ
／
税
務
課
住
民
税
係　

☎
内
線

122

所得税の確定申告　主な対象者

ア. 事業所得(農業含)、不動産所得、一時所

得、雑所得(個人年金、報酬等)、譲渡所

得などがある方で、各所得の合計額が所

得控除の合計額を超える方

イ. 給与所得があり、以下に該当する方

　・給与収入が2,000万円を超える方

　・給与所得以外の所得金額が20万円を超える方

　・年末調整されていない給与を受けていた方

　・給与を2か所以上から受けていて、年末

調整されなかった給与収入とほかの所得

金額の合計が20万円を超える方

ウ. 公的年金等以外の所得金額が20万円を

超える、または公的年金等の収入金額が

400万円を超える方

エ. 年末調整以外の控除を追加する方、医療

費控除等の控除がある方

令和2年1月1日から12月31日までの
間に収入がありましたか？

今年の申告は必要ありません。
※一部例外あり
 （チェック2の「主な対象者」参照）
※申告受付カードが送付されている場

合は、カードに必要事項を記入し、
税務課または各地域市民センターへ
ご提出ください。

令和3年1月1日現在、村山市に
住んでいましたか？

令和3年1月1日現在、住民登録をして
いる市区町村、もしくは最寄りの税務
署へご相談ください。

「所得税（国税）の確定申告」か「市・県民税（地方税）の申告」のどちらかが
必要かもしれません。下表（チェック２）へお進みください。

チェック１

チェック２

市・県民税の申告　主な対象者

令和3年1月1日現在で村山市に住所があり

収入がある方（下記の市・県民税の申告が

不要な方を除く）

※左記で所得税の申告が不要であっても、

チェック1で申告が必要となった方は、

市・県民税の申告が必要です。

※扶養親族等申告書などを変更して各種控

除の適用を受けようとする方は、市・県

民税の申告が必要です。

村山税務署で申告してください

申告期間　2月1日(月)～3月15日(月)の平日

※市の申告会場でも受け付けます。

市の申告相談会場で申告してください
休日の申告は、山形テルサ（JR山形駅西口）で、

2月21日(日)、28日(日)に受け付けます。

あなたはどちらの申告ですか？

申告が必要か確認しましょう

いいえ

市・県民税の申告が不要な方

・所得税の確定申告書を提

出する方

・前年中の収入が給与・公

的年金のみで各種控除に

変更がない方

年末調整が済ん
でいますか？
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特集　市・県民税の申告相談

特
集　

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談

　

申
告
相
談
の
会
場
と
日
程
に
つ
い
て
は

市
報
1
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
の
手
続
き

　

令
和
2
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
所
得
金
額
、
所
得
控
除
金
額
、
税
額

控
除
金
額
な
ど
を
計
算
し
、
右
の
チ
ェ
ッ

ク
表
を
参
照
し
つ
つ
、
申
告
が
必
要
な
場

合
は
次
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
所
得
税　

村
山
税
務
署
へ
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
提
出
し
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
額
と
の
過
不
足
を
精
算
し
ま
す
。

■
市
・
県
民
税　

税
務
課
に
市
・
県
民
税

の
申
告
書
を
提
出
し
ま
す
。
こ
の
申
告
書

が
令
和
3
年
度
の
市
・
県
民
税
の
課
税
資

料
と
な
り
ま
す
。

営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
を

申
告
す
る
方
へ

　

必
ず
収
支
内
訳
書
を
作
成
の
う
え
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
収
支
計
算
を
し
て

い
な
い
場
合
は
、
申
告
相
談
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
業
に
関
す
る
交
付
金
は
、
農
業
の
雑

収
入
に
該
当
し
ま
す
。
交
付
金
の
種
類
や

金
額
等
を
確
認
の
う
え
、
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

医
療
費
控
除
等
を
受
け
る
方
へ

　

医
療
費
控
除
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
を
受
け
る
場
合
、
明

細
書
の
作
成
が
必
要
で
す
。
前
年
中
に

支
払
っ
た
医
療
費
等
を
集
計
し
、
生
命

保
険
や
社
会
保
険
等
で
補
て
ん
さ
れ
る

金
額
を
差
し
引
い
て
計
算
し
て
く
だ
さ

い
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
領
収
書
に
つ
い

て
は
、
支
払
っ
た
合
計
金
額
の
う
ち
医

療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
金
額
を
集
計

し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
時
に
必
要
な
も
の

①
申
告
受
付
カ
ー
ド　

　

事
前
に
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、

会
場
備
え
付
け
の
カ
ー
ド
に
記
入
し
、

受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
番
号
確
認
書
類
・
身
元
確
認
書
類

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
持
っ
て
い
な
い
方
は
、
通
知

カ
ー
ド
と
身
元
確
認
書
類 

（
運
転
免

許
証
、
保
険
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

③
は
ん
こ

④
収
入
・
経
費
が
確
認
で
き
る
書
類

　

（
源
泉
徴
収
票
、
収
支
内
訳
書
、
各

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

③
基
礎
控
除　

33
万
円
か
ら
43
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
合
計
所
得
金

額
が
２
、
４
０
０
万
円
を
超
え
る
方
の
控

除
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
２
、
５
０
０
万
円

を
超
え
る
方
の
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

④
ひ
と
り
親
控
除　

生
計
を
一
に
す
る
子

を
有
す
る
所
得
５
０
０
万
円
以
下
の
単
身

者
に
つ
い
て
、
「
ひ
と
り
親
控
除
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
右
記
以
外
の
寡
婦
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
寡
婦
控
除
と
し
て
、
控
除
額

26
万
円
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
、
所
得
上
限

（
５
０
０
万
円
）
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

⑤
チ
ケ
ッ
ト
寄
附
税
制　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
一
定
の
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
等
を
し
た
主
催
者
に
対
し
、
入
場
料

等
の
払
戻
し
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
場
合
の

そ
の
入
場
料
が
、
寄
附
金
控
除
（
所
得
控
除

ま
た
は
税
額
控
除
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑥
住
宅
ロ
ー
ン
減
税　

住
宅
ロ
ー
ン
減
税

の
控
除
期
間
13
年
間
の
特
別
措
置
に
つ
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
入
居
が
期
限
（
令
和
2
年
12
月

31
日
）
に
遅
れ
た
場
合
で
も
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
特
例
措
置
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
村
山
税
務
署
（
☎

（53）

２
１
５
1
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

種
領
収
書
な
ど
）

⑤
所
得
控
除
対
象
の
支
払
金
額
が
確
認

で
き
る
書
類
（
生
命
保
険
料
、
国
民

年
金
等
の
証
明
書
、
医
療
費
控
除
関

係
の
明
細
書
な
ど
）

⑥
障
害
者
手
帳
、
ま
た
は
福
祉
事
務
所

長
が
障
が
い
者
に
準
じ
る
と
認
定
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
障
害
者

控
除
を
受
け
る
場
合
）

　

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
、
市
福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑦
申
告
者
本
人
の
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
還
付
申
告
の
場
合
）

⑧
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
定
申
告

書
や
ハ
ガ
キ
（
送
付
さ
れ
た
場
合
）

 

今
年
か
ら
の
主
な
改
正
点

①
給
与
所
得
控
除　

控
除
額
が
10
万
円

引
き
下
げ
ら
れ
、
給
与
収
入
が
８
５
０

万
円
を
超
え
る
方
の
控
除
額
が
１
９
５

万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

②
公
的
年
金
等
控
除　

控
除
額
が
10
万

円
引
き
下
げ
ら
れ
、
公
的
年
金
等
収
入

が
１
、
０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
の
控

除
額
に
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
公

的
年
金
等
以
外
の
所
得
金
額
が
１
、

０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
の
控
除
額
が
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令和3年度 村山市会計年度任用職員（臨時職員）の募集

■受付期間　2月1日(月)～15日(月)　土曜・日曜日を除く 

■受付時間　午前8時30分～午後5時15分

■雇用期間　令和3年4月1日～令和4年3月31日の必要な期間

■選考内容・期日　面接選考および書類選考　3月1日(月)　※詳細は申込者に直接通知します。

■申込書の交付　申込書は、総務課で交付します。また、市ホームページ（https://www.city.murayama.lg.jp/）か

らダウンロードすることもできます。

※報酬、勤務時間等の詳細については、「村山市会計年度任用職員採用試験案内」でご確認ください。

■問合せ／総務課職員係  ☎内線215

■職種・業務内容・任用予定人数

職種 業務内容 勤務場所 採用予定人数

事務職

事務補助員 市役所本庁ほか 若干名

地域づくり推進員 各地域市民センター 若干名

担い手経営支援員 市役所本庁 1名

資格職
保育士 保育園・認定こども園 若干名

介護認定調査員 市役所本庁 1名

技能労務職

水道施設管理業務員 市役所本庁 1名

調理員 小学校、保育園 若干名

甑葉プラザ施設管理業務員 甑葉プラザ 1名

学校支援員等

特別支援教育補助員 小中学校 1名

ICT教育支援員 小中学校 2名

部活動指導員 中学校 1名

教育相談員 小中学校 1名

山形連携中枢都市圏の連携市町が増えました

　令和3年1月12日に、新たに尾花沢市と大石田町が山形連携

中枢都市圏連携協約を締結しました。

　これにより、山形連携中枢都市圏の連携市町が、村山地区

全域の7市7町(山形市・村山市・寒河江市・上山市・天童市・

東根市・尾花沢市・山辺町・中山町・河北町・西川町・朝日

町・大江町・大石田町)に増えました。

　各市町の強みを組み合わせて一丸となり、東北地方の中で

も一番元気なエリアとして発展していくことを目指します。

■問合せ／政策推進課政策企画係  ☎内線272

【山形連携中枢都市圏とは】
　各市町が連携してさまざまな施策を実施し、地域の活性化を通じて魅力ある圏域となることを目指しています。これに

より、人口減少・少子高齢化社会にあっても、山形県ひいては東北地方の中核として人口のダム機能を果たしていくこと

が期待されています。

　連携による広域観光の促進、次世代型医療用重粒子線照射装置利用のPR、子育て支援センターの相互利用など、今後も

さまざまな連携事業を実施し、圏域の活性化を図っていきます。

7市7町と連携した取組みで魅力ある圏域づくりへ

山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
、
会
計
年
度
任
用
職
員
募
集
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「楯岡高校Ｔシャツ」普段使いしやすいシンプルなデザインです！

山
形
県
知
事
選
挙
投
・
開
票
結
果
、
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

Vol.

62

～成毛清
さ わ こ

和子隊員の奮闘記～

　

村
山
市
に
移
住
し
て
2
年
目
の
冬
が
来

ま
し
た
。
前
の
年
の
雪
を
溜
め
込
ん
で
い

た
か
の
よ
う
な
今
年
の
雪
は
あ
ま
り
に
も

突
然
で
、
毎
日
雪
と
格
闘
し
て
い
ま
し
た

が
、
一
か
月
も
経
つ
と
グ
ッ
ズ
も
増
え
、

雪
か
き
に
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
発
見
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

自
宅
で
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
…
と
上
か
ら
聞
こ
え
る

音
に
、
雷
か
な
？
と
思
っ
た
ら
屋
根
の
雪

が
滑
り
落
ち
て
く
る
音
で
し
た
。
ま
た
、

窓
の
外
の
静
か
に
落
ち
て
く
る
雪
を
眺
め

て
い
る
と
な
ん
だ
か
静
か
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

　

昨
年
9
月
に
、
開
催
さ
れ
た
旧
楯
岡
高

校
お
別
れ
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
記
念
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
製
作
し
ま
し
た
。
ひ
と
り
ひ
と

り
の
思
い
出
と
と
も
に
、
誰
か
ら
も
愛
さ

れ
る
施
設
へ
生
ま
れ
変
わ
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
想
い
か
ら
企
画
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

終
了
後
に
は
校
舎
を
取
り
壊
し
、
年
末
に

は
愛
称
が
決
定
し
た
こ
と
も
あ
り
、
最
後

の
「
楯
岡
高
校
」
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
す
。
当
初

は
お
別
れ
イ
ベ
ン
ト
限
定
で
し
た
が
、
再

販
希
望
の
声
も
あ
り
村
山
市
観
光
物
産
協

会
よ
り
数
量
限
定
で
昨
年
末
21
日
よ
り
販

売
。
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
購
入
を
希
望
の
方
は
お
早
め
に
！

楯
岡
高
校
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ

　
　
　

を
製
作
し
ま
し
た

　1月24日に行われた山形県知事選挙の村山市における投票および開票結果についてお知らせします。

■投票結果

■開票結果

※投票者数と得票数の差は無効票

村山市の投・開票結果

当日の有権者数 投票者数 棄権者数 投票率

男 9,748人      6,614人 3,134人 67.85％

女 10,356人 6,901人 3,455人 66.64％

計 20,104人 13,515人 6,589人 67.23％

届出番号 候補者指名 得票数

1 大内　りか 4,275票

2 吉村　みえこ 9,193票

計 13,468票

■問合せ／選挙管理委員会事務局  ☎内線401

山形県知事選挙

　投票の際は、新型コロナウイルス感染防止対策へのご協力、ありがとうございました。

開票の様子
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障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

　
　
　
　
　

利
用
を
お
考
え
の
方
へ

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
・
短
期
入
所
な
ど
）
や
障
が
い
児

通
所
支
援
（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）
を
利
用
す
る
際
は
、
指
定
を
受

け
た
事
業
所
か
ら
、
事
前
に
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
を
作
成
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
は
次
の
事
業
所

が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
支
援
事
業
所

（
楯
岡
笛
田
四
丁
目
5
番
1
号
）

※
総
合
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
内
（
旧
村

山
保
健
所
） 

☎
（47）
８
６
９
５

・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
き

（
駅
西
22
番
1
号
） 

☎
（48）
８
４
０
１

・
ピ
ー
ス
楯
岡 

☎
（53）
０
３
１
４

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

・
わ
っ
し
ょ
い
！　

 

☎
（47）
８
６
９
４

■
就
労
移
行
支
援

就
労
に
必
要
な
訓
練
等
の
支
援

・
わ
っ
し
ょ
い
！ 

☎
（47）
８
６
９
４

・
ピ
ー
ス
第
Ⅱ
楯
岡 

☎
（53）
０
３
１
４

■
生
活
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

日
常
生
活
の
場
を
提
供

・
わ
っ
し
ょ
い
！ 

☎
（47）
８
６
９
４

・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
縁 

☎
（48）
８
４
０
０

▼
障
が
い
児
通
所
サ
ー
ビ
ス

■
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

学
齢
障
が
い
児
へ
の
療
育
訓
練
等
の
支
援

・
お
ひ
さ
ま 

☎
（53）
３
６
１
８

・
た
い
よ
う 

☎
（47）
８
６
９
３

・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
縁 

☎
（48）
８
４
０
０

■
児
童
発
達
支
援

未
就
学
障
が
い
児
へ
の
支
援

・
い
ず
み 

☎
（53）
３
３
３
０

※
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
・
福
祉
課
生
活
福
祉
係 

☎
内
線

146

障
が
い
児
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
・

子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎
内
線

161

▼
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

■
就
労
継
続
支
援
（
Ａ
・
Ｂ
型
）

生
産
活
動
の
場
を
提
供

就
労
継
続
支
援
Ａ
型

障
が
い
福
祉
・
障
が
い
児
通
所

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
に
は
、
一
定
期
間

分
を
ま
と
め
て
納
付
す
る
こ
と
で
保
険

料
が
割
引
に
な
る
「
前
納
」
に
よ
る
納

付
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

６
か
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
）
、

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１
（
自
動
音
声
案
内

2
→
2
）
ま
た
は
市
民
環
境
課
市
民
係 

☎
内
線

113

１
年
前
納
と
２
年

前
納
の
申
込
期
限

は
２
月
末
で
す
。

金
融
機
関
届
出
印

等
に
誤
り
が
あ
る

と
手
続
き
が
間
に

合
わ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申

込
先
は
年
金
事
務

所
で
す
。
口
座
振

替
の
場
合
は
金
融

機
関
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

お支払い保険料と前納割引額（令和2年度額）

種類 6か月 1年 2年

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

口座振替 98,110円 1,130円 194,320円 4,160円 381,960円 15,840円

クレジット・現金 98,430円 810円 194,960円 3,520円 383,210円 14,590円

前納による年間割引額

受
賞
者
の

　
ご
紹
介

　

継
続
し
て
献
血
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
方
の
善
意
に
対
し
、

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

■
50
回

　

片
桐  　

隆
さ
ん
（
大
久
保
）

　

矢
作  

好
美
さ
ん
（
大
高
根
）

　

石
川  

金
幸
さ
ん
（
大
高
根
）

■
30
回

　

林　
　

由
久
さ
ん
（
楯
岡
）

　

菊
地　

利
治
さ
ん
（
楯
岡
）

　

中
山　

珠
美
さ
ん
（
楯
岡
）

　

釜
神　

孝
公
さ
ん
（
冨
本
）

　

永
岡　

智
美
さ
ん
（
袖
崎
）

ほ
か  

１
５
０
回
1
名
、
30
回
2
名

献
血
功
労
者

受
賞
者
紹
介
、
生
活
福
祉
情
報
、
国
民
年
金
情
報

生

活

福

祉

情

報

国

民

年

金

情

報
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むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

大
沢
川

大
沢
川

村
山
駅

村
山
駅

Ｒ
13

コ
ン
ビ
ニ

コ
ン
ビ
ニ

皮
膚
科

医
院
皮
膚
科

医
院

ホ
テ
ル

ホ
テ
ル

む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

牛
す
じ
煮
込
み

コ
の
字
酒
場 
食
飲
室

住所：駅西17-8　　電話：(53)0633　　営業時間：午後5時30分～11時（当面の間午後9時30分までの時短営業）

定休日：日曜日

次回は、居酒や よって家（楯岡）を取材します。

　

「
コ
の
字
酒
場
食
飲
室
」
は
駅
西
に

あ
る
居
酒
屋
さ
ん
で
す
。
店
主
は
佐
藤

良
子
さ
ん
（
楯
岡
）
で
、
夫
の
芳
夫
さ

ん
と
夫
婦
で
お
店
を
営
ん
で
い
ま
す
。

も
と
も
と
自
衛
官
だ
っ
た
芳
夫
さ
ん
。

定
年
退
職
し
た
ら
何
を
し
よ
う
か
と
考

え
た
と
き
に
自
営
業
を
し
た
い
と
思

い
、
定
年
退
職
1
年
前
の
平
成
18
年
3

月
、
良
子
さ
ん
を
店
主
と
し
て
五
日
町

で
「
食
飲
室
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
移
転
や
一
時
閉
店
を
経

て
、
令
和
2
年
1
月
、
駅
西
で
営
業
を

再
開
し
、
店
名
も
新
た
に
「
コ
の
字
酒

場
食
飲
室
」
と
し
た
そ
う
で
す
。

　

「
牛
す
じ
煮
込
み
」
は
ニ
ン
ニ
ク
と

シ
ョ
ウ
ガ
の
風
味
が
き
い
た
お
酒
に
よ

く
合
う
一
品
で
す
。
し
ょ
う
油
味
で

じ
っ
く
り
煮
込
ま
れ
た
牛
す
じ
は
程
よ

い
歯
ご
た
え
で
、
噛
む
度
に
牛
の
旨
味

が
口
に
広
が
り
ま
す
。
牛
す
じ
の
だ
し

が
染
み
た
ダ
イ
コ
ン
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
、

白
菜
な
ど
も
絶
品
。
使
う
食
材
は
国
産

に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
煮
込
む
と
き

だ
け
で
な
く
、
提
供
す
る
直
前
の
温
め

直
す
際
に
も
ニ
ン
ニ
ク
と
シ
ョ
ウ
ガ
を

加
え
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
そ
う
で
、
ガ

ツ
ン
と
し
た
味
わ
い
が
癖
に
な
り
、
2

回
3
回
と
お
か
わ
り
す
る
お
客
さ
ん
も

い
る
の
だ
と
か
。
自
家
製
の
漬
け
物
が

２
種
類
付
く
の
も
う
れ
し
い
点
で
す
。

こ
の
牛
す
じ
煮
込
み
、
も
つ
煮
込
み
と

交
互
に
提
供
し
て
い
る
そ
う
で
、
そ
ち

ら
も
お
薦
め
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

店
で
は
こ
の
ほ
か
「
り
ょ
う
こ
の
焼

き
餃
子
」
や
「
焼
き
う
ど
ん
」
な
ど
も

人
気
で
す
。
ま
た
、
通
常
メ
ニ
ュ
ー
以

外
に
も
本
日
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
を

毎
日
提
供
し
て
い
ま
す
。
店
名
の
と
お

り
、
店
内
は
コ
の
字
型
の
カ
ウ
ン
タ
ー

席
の
み
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
。
佐
藤
さ
ん
夫
婦
は
「
低
予
算
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
の

皆
様
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た

い
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
酒

が
進
む
、
夫
婦
自
慢
の
牛
す
じ
煮
込

み
。
話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。

9 広報　市民の友　むらやま　　令和3年 2.1



　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材

し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

ま
ち
の
話
題

　

有
限
会
社
エ
コ
カ
レ
ッ
ジ
の
代
表
取

締
役
で
あ
り
、
東
京
都
と
島
根
県
の
二

拠
点
居
住
を
実
践
す
る
尾
野
寛
明
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
1
月
8
日
、
地
域
づ

く
り
に
関
す
る
講
演
会
が
甑
葉
プ
ラ
ザ

で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
内
に
移

住
し
た
慶
応
大
学
生
の
末
永
玲
於
さ
ん

が
企
画
し
た
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
会
場

で
約
10
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
約
20
人
が

参
加
。
尾
野
さ
ん
は
、
二
拠
点
居
住
に

至
っ
た
経
緯
や
現
在
の
生
活
に
つ
い
て

説
明
し
、
自
身
の
経
験
を
も
と
に
「
去

る
者
に
優
し
い
ま
ち
は
選
ば
れ
る
。
」

と
語
り
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
講
演
会講演する尾野寛明さん

　

（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
年

度
か
ら
「
雪
解
け
隊
」
の
派
遣
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
「
雪
解
け
隊
」
と

は
、
除
雪
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
等
で

除
雪
作
業
を
行
う
有
償
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
こ
と
で
す
。　

　

1
月
14
日
に
は
、
市
内
2
世
帯
に

「
雪
解
け
隊
」
2
人
が
派
遣
さ
れ
、
住

家
の
駐
車
場
か
ら
玄
関
ま
で
の
通
路
や

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
周
り
な
ど
を
中
心
に

除
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
利
用
し
た

方
は
「
今
年
は
雪
が
多
く
、
自
分
で
は

除
雪
で
き
な
い
の
で
困
っ
て
い
た
。
と

て
も
あ
り
が
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

「雪解け隊」による除雪作業

有
償
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
雪
解
け
隊
」

　

12
月
19
日
、
市
道
駅
西
中
央
線
の
開

通
式
を
行
い
ま
し
た
。
市
道
駅
西
中
央

線
は
、
平
成
28
年
か
ら
事
業
を
ス
タ
ー

ト
し
、
令
和
4
年
開
通
予
定
の
東
北
中

央
自
動
車
道
村
山
Ｉ
Ｃ
と
市
内
駅
西
地

区
と
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道
と
し
て
整
備

し
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
杉
島
諏
訪
太
鼓
保

存
会
の
皆
さ
ん
が
力
強
い
太
鼓
を
披

露
。
式
典
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
車

両
の
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
道
の
開
通
に
伴
い
、
先
に
丁
字
路

で
暫
定
共
用
し
て
い
た
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
（
環
状
交
差
点
）
も
十
字
路
と
し

て
本
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

市
道
駅
西
中
央
線
開
通
式

式典でのテープカットとくす玉開披の様子
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ま
ち
の
話
題

　

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
む
ら
や
ま
夢
大
学
の
今

年
度
最
後
の
講
座
と
な
る
「
半
崎
美
子

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
」
を
1
月
16
日
、
市

民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
歌
姫
と
し
て

も
知
ら
れ
る
半
崎
美
子
さ
ん
。
こ
の
日

は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ラ
イ
ブ
が
開
催

で
き
た
こ
と
に
感
謝
。
大
変
で
す
が
、

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
話

し
、
自
身
の
楽
曲
「
稲
穂
」
や
「
明
日

へ
の
序
奏
」
「
感
謝
の
根
」
な
ど
を
披

露
。
半
崎
さ
ん
の
想
い
が
こ
も
っ
た
歌

詞
と
透
き
通
っ
た
歌
声
に
会
場
全
体
が

魅
了
さ
れ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

半
崎
美
子
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ自身の楽曲を披露する半崎美子さん

　

市
と
友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し
て
い

る
北
海
道
厚
岸
町
の
代
表
的
な
海
産
物

「
花
咲
ガ
ニ
」
が
、
1
月
14
日
、
市
内

中
学
校
の
給
食
に
食
材
と
し
て
提
供
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
秋
の
物
産
交
流
事
業

な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
新
た
な
交
流
の
試
み
と

し
て
市
教
育
委
員
会
が
初
め
て
実
施
。

　

花
咲
ガ
ニ
を
使
っ
た
熱
々
の
鉄
砲
汁

に
生
徒
た
ち
は
「
味
が
と
っ
て
も
よ
く

て
お
い
し
い
。
体
も
温
ま
っ
た
。
」
な

ど
と
笑
顔
で
話
し
、
北
海
の
幸
を
存
分

に
味
わ
い
ま
し
た
。

中
学
校
給
食

「
厚
岸
町
の
花
咲
ガ
ニ
」

熱々の鉄砲汁に舌鼓をうつ生徒

　

市
で
は
昨
年
度
か
ら
市
内
の
小
学
校
6
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
「
中
学
生

ス
タ
ー
ト
応
援
券
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
進
学
に
必
要
な
物
品
を

購
入
す
る
た
め
の
商
品
券
で
、
支
給
額
は
児
童
一
人
あ
た
り
５
０
、
０
０
０

円
。
市
が
指
定
す
る
市
内
の
事
業
所
・
店
舗
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

1
月
14
日
、
こ
の
応
援
券
の
贈
呈
式
が
楯
岡
中
学
校
で
行
わ
れ
、
代
表
と
し

て
西
郷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
井
上
歩
さ
ん
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
1

月
21
日
に
は
葉
山
中
学
校
で
行
わ
れ
、
代
表
と
し
て
戸
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
杉
原
洋
樹
さ
ん
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
の
ほ
か
、
市
内
在
住
の
高
校
生
等
を
対
象
に
「
が
ん
ば
る
高
校
生

応
援
金
」
と
し
て
年
額
５
０
、
０
０
０
円
を
支
給
す
る
な
ど
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
ス
タ
ー
ト
応
援
券
贈
呈
式

小
学
校
6
年
生
の
保
護
者
に
５
０
、
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
支
給

楯岡中学校での贈呈式の様子

葉山中学校での贈呈式の様子
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お
知
ら
せ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　

地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど
に
備

え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
市
内
59
か
所
の
防
災
行
政
無
線
か

ら
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。
災
害
と
間

違
え
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時　

2
月
17
日

（水）
午
前
11
時

放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
→
「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
」
×
3
→
「
こ
ち
ら
は

防
災
村
山
広
報
で
す
」
→
チ
ャ
イ
ム
音

■
問
合
せ
／
総
務
課 

☎
内
線

213

ア
グ
リ
ラ
ン
ド
む
ら
や
ま

収
穫
体
験
協
力
農
家
を
募
集

　

「
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
む
ら
や
ま
」
と

は
、
市
内
に
点
在
す
る
自
然
、
農
業
と

い
っ
た
地
域
資
源
や
産
地
直
売
施
設
、

観
光
施
設
な
ど
を
結
び
付
け
、
観
光
誘

客
を
図
り
、
市
全
体
の
産
業
活
性
化
を

図
る
取
組
み
で
す
。

　

取
組
み
の
一
つ
が
「
採
ら
ね
が
？
」

の
企
画
で
、
市
内
農
家
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
新
鮮
な
野
菜
の
収
穫
体
験
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
の
充
実

を
図
る
た
め
、
収
穫
体
験
に
協
力
い
た

だ
け
る
農
家
を
募
集
し
ま
す
。
お
い
し

い
地
元
農
産
物
を
知
っ
て
も
ら
い
、
皆

さ
ん
の
手
で
「
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
む
ら
や

ま
」
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

対
象　

市
内
で
農
業
を
営
む
個
人
・
団
体

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
農
林
課
へ
直
接
提
出
す
る

か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
農
林
課
と
（
一

社
）
市
観
光
物
産
協
会
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

2
月
26
日

（金）

■
問
合
せ
・
申
込
み
／
農
林
課 

☎
内
線

257

Ｆ
Ａ
Ｘ　

（55）
３
７
２
８

メ
ー
ル　

nourin@
city.m

urayam
a.lg.jp

家
族
介
護
者
交
流
会

　

要
介
護
3
か
ら
5
の
方
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
家
族
の
皆
さ
ん
、
軽
体
操

等
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
参

加
無
料
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

3
月
6
日

（土）　

※
日
帰
り

会
場　

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

申
込
期
限　

2
月
22
日

（月）

■
問
合
せ
・
申
込
み
／
福
祉
課 

☎
内
線

144

２
０
２
１
む
ら
や
ま
就
職
面
談
会

　

求
職
中
の
方
や
転
職
を
お
考
え
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
就
職
面
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

2
月
9
日

（火）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

※
参
加
企
業
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課 

☎
内
線

157

子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
の

高
額
課
金
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

小
学
生
の
子
ど
も
に
自
分
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
貸
し
て
無
料
の
オ
ン
ラ
イ

ン
ゲ
ー
ム
で
遊
ば
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、

端
末
の
登
録
履
歴
に
残
っ
て
い
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
使
っ
て
課
金
し

て
お
り
、
高
額
な
請
求
が
来
た
と
い
う

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
未
成
年
者
が
親

権
者
な
ど
の
同
意
を
得
ず
に
行
っ
た
契

約
は
原
則
と
し
て
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
必
ず
し
も
返
金
さ
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
情
報
の
管
理
は
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市

民
環
境
課
内
）
直
通　

☎
（55）
２
１
２
３

市
民
行
政
相
談

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
な
ど
に

行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
無

料
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

2
月
18
日

（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

110

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ       

広
告

支
援
員
と
し
て
就
労
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

従
事
者
研
修
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
講
無
料
。
先

着
20
人
。

対
象　

お
お
む
ね
70
歳
未
満
で
福
祉
の

仕
事
に
興
味
が
あ
り
、
研
修
の
全
日
程

に
参
加
で
き
る
方

日
時　

2
月
19
日

（金）
、
26
日

（金）
の
午
前

9
時
30
分
～
午
後
3
時
50
分　

全
2
回

会
場　

（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会

※
駐
車
場
は
市
役
所
な
ど
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

2
月
12
日

（金）

■
問
合
せ
・
申
込
み
／

（福）
市
社
会
福
祉

協
議
会 

☎
（53）
９
１
２
３

村
山
市
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

（
生
活
支
援
）
従
事
者
研
修

　

市
で
は
、
介
護
保
険
で
要
支
援
1
・

2
の
認
定
を
受
け
た
方
お
よ
び
事
業
対

象
者
と
認
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
買

い
物
や
調
理
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
（
生
活
支
援
）
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
の
指
定
を
受

け
た
事
業
所
が
行
い
ま
す
が
、
そ
こ
で

従
事
す
る
生
活
支
援
員
に
な
る
た
め
に

は
、
「
村
山
市
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
（
生

活
支
援
）
従
事
者
研
修
」
を
2
日
間
受

講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
研
修
を
修

了
し
た
方
は
、
市
内
の
訪
問
介
護
事
業

所
で
生
活
支
援
の
み
を
提
供
す
る
生
活

不
動
産
無
料
相
談

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

予
約
優
先
で
す
が
、
当
日
相
談
も
可

能
で
す
。

日
時　

2
月
10
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
・
予
約
／
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
合
同
事
務
所

 

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　

雇
用
条
件
、
選
考
内
容
な
ど
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種　

事
務
職
（
若
干
名
）

勤
務
場
所　

北
村
山
視
聴
覚
教
育
セ
ン

タ
ー

雇
用
期
間　

令
和
3
年
4
月
1
日

（木）
～

令
和
4
年
3
月
31
日

（木）

受
付
期
間　

2
月
1
日

（月）
～
19
日

（金）
の

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

選
考
日　

3
月
4
日

（木）

■
問
合
せ
／
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組

合
事
務
局 
☎

（53）
０
６
９
６

困
り
ご
と
・
相
談

仕
事
・
資
格

各
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

市
体
育
施
設
の
定
期
利
用

申
込
み
に
つ
い
て

　

例
年
、
定
期
利
用
団
体
調
整
会
議
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
3
年
度
分
は

会
議
を
行
わ
ず
、
書
類
提
出
に
て
調
整

し
ま
す
。

　

次
の
体
育
施
設
を
定
期
的
に
利
用
希

望
の
団
体
は
、
期
限
ま
で
に
市
民
体
育

館
に
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
の
体
育
施
設

市
民
体
育
館
、
村
山
武
道
館
、
村
山
居

合
振
武
館
、
楯
岡
ス
ポ
レ
ク
広
場
、
金

谷
運
動
広
場

提
出
期
限　

2
月
15
日

（月）

■
問
合
せ
／
（
一
財
）
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

 

☎
（56）
３
７
３
７

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト
（
笛
田
）

募
集
戸
数　

3
戸
（
2
・
3
・
4
階
、

3
Ｄ
Ｋ
）

■
県
営
楯
岡
中
町
ア
パ
ー
ト

募
集
戸
数　

1
戸
（
3
階
、
3
Ｄ
Ｋ
）

山
形
運
輸
支
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
w

w
w

tb
.m

lit.g
o

.jp
/

to
h
o

k
u
/y

g
/y

g
-in

d
e
x
.h

tm

■
問
合
せ
／
山
形
運
輸
支
局

 

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
３

大
高
根
演
習
場
2
月
の
演
習
予
定

集
合
訓
練
＝
1
日

（月）
～
12
日

（金）

練
成
訓
練
＝
1
日

（月）
、
2
日

（火）
、
4
日

（木）
、
5
日

（金）
、
15
日

（月）
～
27
日

（土）

離
着
陸
訓
練
＝
1
日

（月）
～
22
日

（月）
（
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
、
24
日

（水）
～
26

日
（金）
■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地

 

☎
（48）
１
１
５
１

村
山
市
へ

・
災
害
時
相
互
支
援
協
定
を
締
結
し
て
い

る
塩
竈
市
の
市
職
員
一
同
様
が
7
月
豪

雨
災
害
見
舞
金
１
７
２
、
３
６
８
円

大
久
保
小
学
校
へ

・
同
校
後
援
会
が
自
動
紙
折
り
機
1
台

・
田
宮
美
恵
子
さ
ん
（
河
北
町
）
が
箏こ
と

2
面

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が

引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

　

「
共
生
社
会
」
実
現
の
理
念
の
下
、

全
て
の
事
業
主
に
は
、
法
定
雇
用
率
以

上
の
割
合
で
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
（
障
害
者
雇
用
率
制

度
）
。
こ
の
法
定
雇
用
率
が
3
月
1
日

か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

・
民
間
企
業 

2.3
％
（
現
行
2.2
％
）

・
国
、
地
方
公
共
団
体
等

 

2.6
％
（
現
行
2.5
％
）

・
都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会

 

2.5
％
（
現
行
2.4
％
）

■
問
合
せ
／
山
形
労
働
局
職
業
対
策
課

 

☎
０
２
３（
６
２
６
）６
１
０
１

自
動
車
の
検
査
・
登
録
手
続
き

は
お
早
め
に

　

年
度
末
は
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
自
動
車
の
継
続
検
査
（
車

検
）
や
名
義
変
更
、
抹
消
等
の
登
録
手

続
き
は
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続
き
に
必
要
な
書
類
等
の
案
内

は
、
山
形
運
輸
支
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ご
利
用
が
便
利
で
す
。

入
居
資
格　

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
お
り
、
所
得

が
公
営
住
宅
法
の
規
定
に
該
当
す
る
方

受
付
期
間　

2
月
2
日

（火）
～
7
日

（日）
の

午
前
10
時
～
午
後
6
時
（
月
曜
日
休

館
）　

※
当
日
消
印
有
効

必
要
書
類
等　

県
営
住
宅
抽
選
申
込

書
、
63
円
切
手
2
枚

■
問
合
せ
／
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
３（
６
４
７
）０
７
８
１

介
護
家
族
の
会

　

認
知
症
や
寝
た
き
り
の
方
、
障
が
い

の
あ
る
方
を
介
護
し
て
い
る
方
々
を
対

象
に
、
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参

加
無
料
。

　

マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

2
月
20
日

（土）
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

会
場　

支
え
あ
い
館
（
旧
宮
本
家
具

店
）

■
問
合
せ
／
在
宅
介
護
を
支
え
る
家
族

の
会
（
工
藤
）

 

☎
０
９
０（
２
８
４
４
）１
１
５
０

催
し
・
そ
の
他

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う
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MURAYAMA HotNews

ヤマハ音楽教室（満1才～成人）

ヤマハ大人の音楽教室（中学生～：東根店にて）

無
料
体
験
教
室
実
施
中

生
徒
募
集
中

㈱菅野時計店楽器部
☎55-6111 楯岡五日町

☎53-0241 さくらんぼ東根駅前

東根支店管楽器工房Brass

広
告

お
知
ら
せ

　昭和47年の開館以来、市民の皆さんに親しまれてきた「村山市勤労青

少年ホーム」（大久保平野）ですが、令和3年3月31日をもって閉館しま

す。これまで、地域交流の拠点として、さまざまな講座の開催や世代交流

を通じた余暇活動の場としての役割を担ってきましたが、近年は施設の老

朽化が著しいこと、さらに利用者の減少もあり、閉館という結論にいたり

ました。市民の皆さんには、長年にわたるご利用、誠にありがとうござい

ました。

■問合せ／生涯学習課生涯学習係  ☎内線332

勤労青少年ホームが閉館します

　マイナンバーカード未取得者を対象に令和3年3月までに二次元コード付

き申請書が郵送されます（75歳以上の方や乳児、在留期間に定めのある外

国人住民などは除く）。この機会にマイナンバーカードをつくりましょう。

　3月末までにマイナンバーカード申請をされた方は、パソコン等で設定

するとキャッシュレス決済等で使えるマイナポイントが付与されます。ま

た、3月から市内一部の医療機関で健康保険証の代わりとして、令和6年

からは免許証の代わりとして利用できるようになる予定です。

■申請方法
　送付された申請書や通知カード下部の申請書を使ってオンライン申請

または郵送でお申し込みください。申請書を紛失した場合は市民環境課

窓口で再発行できます。申請後、カード受取りのご案内が約1か月後に

送付されますので、申請者本人が来庁し、お受け取りください。

■マイナンバーカード交付申請をお手伝いします
　市民環境課窓口では、顔写真撮影等のマイナンバーカード交付申請サ

ポートを行っています。サポートをご希望の方は、交付申請書が付いた

通知カード、または運転免許証、保険証などの本人確認書類をお持ちく

ださい。

　受付日時　平日の午前8時30分～午後5時15分

　　　　　　日曜日の午前8時30分～午後0時30分

■出張申請
　マイナンバーカードを取得したい方がおおむね10人以上集まる職場

や集会所へ職員が訪問し、申請のサポートを行います。ご希望の際はお

問い合わせください。

■問合せ／市民環境課市民係  ☎内線171

マイナンバーカードをつくりましょう
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↑市ホームページ ↑居合道体験 ↑ふるさとだより

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

村山市の人口（1月1日現在）：23,191人　男：11,303人 女：11,888人   世帯数：8,099戸

■問合せ／東京オリンピック・パラリンピック交流課　☎内線361

ホストタウン情報局

　こんにちは！村山市スポーツ国際交流員のヴィターレ・アントアネタです。トニーと呼んでください！私は44

歳のブルガリア人で、イタリアに嫁ぎ14歳の息子と9歳の娘がいます。

　私は、ブルガリア新体操ナショナルチームの元代表で、1993年のヨーロッパ選手権では団体で金メダルを獲得

しました。現在は、むらやま新体操教室のコーチや保育施設を巡って交流をしています。

　市民の皆さんに、もっとブルガリアの文化やスポーツの楽しさをお伝えできればうれしいです！

　併せてブルガリア新体操のナショナルチームの最新情報も紹介します。これまでR
ロ ー ズ

OSE C
キ ャ ン プ

AMPに来ていたネヴィ

アナ選手は、現役を引退してブルガリア新体操連盟の副会長になりました。ナショナルチームの選手たちは、1月

から冬合宿を行い、新型コロナウイルス感染症の対策を取りながらオリンピックに向けての練習に励んでいます！

楯岡特別支援学校から
ホストタウン相手国、地域へお手紙を送ろう！

　日本郵便株式会社による本企画では、県立楯岡特別支援学校の全校生徒が、ROSE CAMP公開演技会の映像をみて、東

京オリンピック・パラリンピックの授業を行い、ブルガリア新体操チームへ応援の想いを込めたお手紙を作成しました。

　お手紙は、一部翻訳したものを添えてブルガリア新体操チームへ送ります。

　皆さんも引き続きブルガリア新体操チームの応援をよろしくお願いします。

スポーツ国際交流員の

 アントアネタです

小学部1年　高橋　傑さん 中学部1年　結城　澪央さん 高等部1年　田中　優衣さん

家族写真 イタリアでの新体操クラブの教え子たち


